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社会で自分たちのまちを探検した中か
、「 」ら シーサイドラインについて調べたい

という声があがり『ゴーゴー並二たんけ
ん隊』となって車両基地の見学に行きま
した。
「なぜ運転手がいないのに安全に走れ

るんだろう？ 「なぜ扉が二重なんだろ」
う？」など、質問をもって車両基地の方
にインタビューをしました。司令区や検
査したり修理したりする検修区を見学し

ました。
そこで得たことを、一日体験乗車を通して、

車両やホームの様子を自分たちの目で確認をし
たり新たな発見を見つけてきたりしました。見
てきたこと聞いてきたことは、工夫を凝らして
絵本・紙芝居・クイズにまとめました。
ふるさとまつりでは、初めてＯＨＣを使って

発表をしました。

１年生・２
年生「なかよ
し計画パート
１」は 「学校、
たんけん」で
した。たてわ
り班でグルー
プになり、学
校の中を探検
しました。２

年生は、１年生に分かりやすく説明ができる
ように、説明カードを作って何度も練習しま
した。１年生は、２年生と手をつないで楽し
く探検をすることができました。
「なかよし計画パート２」は、春の遠足で
。 。した たてわり班で海の公園まで行きました

自分たちで切符を買い、ドキドキ・わくわく
しながらシーサイドラインに乗って海の公園
南口駅で降りました。海の公園では、砂の造
形遊びで楽しみました。友だちと力を合わせ
て、砂の山や大きな穴を作りました。満ち潮
の日でしたので、お弁当を食べている間に昨
品が波の中に消えてしまい、ちょっと残念で
した。
「なかよし計画パート３」は、秋の遠足で

した。ふるさとまつりに向けて秋の宝物を探
す遠足で
した。詳
しくは、
並二タイ
ム情報後
期でお知
らせしま
す。

日頃より、本校の教育活動へのご協力ありがとうございます。
さて、平成１６年度の総合的な学習の時間（並二タイム）の前

半の取組の情報の一部を紹介します。子どもたちの生き生きした
取組の様子をご覧下さい。なお、１，２年生は、生活科の学習の
様子を紹介しています。

足柄宿泊体験学習では、生命の星・地球博物館で恐竜の化石や
様々な生き物に関わる学習をしたり、足柄ふれあいの村で５年生と
協力して野外炊事やキャンプファイヤーに挑戦したりしました。
社会科で、神奈川県の様子について勉強をしてから行ったので、

バスの中から見える丹沢や箱根の山々や、相模川や酒匂川のことも
よくわかりました。
夕食づくりでは、火おこしに苦労したり、煙に涙を流したりしなが

らカレーを作りました。日頃できない体験が心に残ったようです。
体験学習のことを、他学年に伝えたり、記録に残したりするため

に、二日間の様子を「新聞」や「壁新聞」、パソコンで「記録文づく
り」、そしてガイドブックにまとめる活動を行いました。デジタルカメラ
の画像を上手に使って作品を仕上げました。

２年生一
人と４年生
二人の個別
支援学級で
は、楽しい
取り組みが
たくさんあ
ります。畑
で育ててい
たジャガイ
モを収穫して、ジャガバターにして食べま
した。誕生日会を開いて、ゼリーやケーキ
を作って食べました。もちろん、誕生日会
の時の材料は、近くのお店やさんにみんな

で買いに行く
んですよ。お
料理は、３人
で協力して一
生懸命やりま
した。とても
楽しい時間を
過ごすことが
できました。

足柄宿泊体験学習では、４年生となかよく協力して、野外
炊事やキャンプファイヤーをしました。カレーは 「去年よ、
りおいしくできた」と話していました。
５月に学校で田植えをしたので、足柄への途中の道で田ん

ぼがあると 「学校の稲より育っているね」と興味深そうに、
見ていました。

、 、 、米作りでは 田植えの時 田んぼに勢いよく入って行く子
こわごわと足を入れる子と反
応もさまざまでした。子ども
たちは、稲が少しずつ大きく
丈夫に育つようすを観察した
り、雑草を抜くなどの世話をしたりしました。１０月には、
お米ができ みんなで稲刈りもしました 初めて使う鎌に 切、 。 「
れない！ 「根っこから抜けちゃった…」など、悪戦苦闘して」
いましたが、だんだん使い方に慣れ、全ての稲を刈った田ん
ぼをみて満足そうでした。これから、家庭科の調理実習でご
はんをたいて食べたいと思います。

６年生は、４年
生から３年間続け
ている３０人３１

、脚全国大会に向け
クラス全員での参
加をめざし、練習

、方法から体力作り
本番に向けて練習

。に取り組みました
練習は、毎週、そして夏休み、秋休みと取り

組みました。見えない自分達の力を信じて、励
まし合い、そして経験を積み上げ、予選突破を
めざして挑戦してきました。
予選会当日は、並木第三小学校の５年生も参
加し、お互いの健闘をたたえました。本校の児
童は、１０秒７５と予選突破には及びませんで
したが、ベストタイムで終えることができまし
た。４年生のときの記録は、１４秒台でしたの
で、心身共に大きな記録突破となりました。
大会終了後の児童の悔し涙が忘れられませ

ん。３年間の全力投球、悔しくて泣けるような
体験は小学校
生活において
すばらしい思
い出になった
思います。


